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           裏面：概要続き及び（２）現在の取組状況について          

【名  称】 横浜トリエンナーレ2008 

【会  期】 2008年9月13日（土）～11月30日（日）（79日間） 

       午前10時から午後6時まで（入場は午後5時まで） 

【会  場】 メイン会場：新港ピア、横浜赤レンガ倉庫１号館、日本郵船海岸通倉庫（BankART  Studio  NYK） 

      その他の会場：三溪園、大さん橋国際客船ターミナル、ランドマークプラザ、横浜中華街（予定）など

       

                     （メイン３会場図） 

（１）概要 

横浜トリエンナーレとは、３年に１回開催される現代美術の国際展覧会です。 

全体テーマ「TIME CREVASSE（タイムクレヴァス）」（ときの裂け目）のもと、最先端の現代美術

を展示します。 
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【テーマ】「TIME CREVASSE（タイムクレヴァス）」（ときの裂け目） 

【総合ディレクター】水沢勉（神奈川県立近代美術館企画課長） 

【キュレーター（ディレクターと共同して展覧会の企画構成を行う専門家）】 

名前 肩書 

ダニエル・バーンバウム フランクフルト市立美術大学学長、ポルティクスディレクター 

フー・ファン ビタミン・クリエイティブ・スペース アーティスティックディレクター 

三宅暁子 現代美術センターCCA北九州 プログラムディレクター 

ハンス・ウルリッヒ・オブリスト サーペンタインギャラリー展覧会プログラム共同ディレクター 

ベアトリクス・ルフ クンストハレ・チューリッヒ ディレクター 

 

【チケット料金】中学生以下無料  チケットは２日間有効（連続しない日も可）   

区分 当日券 前売券 団体券 

一般 1,800円 1,600円 1,500円 

大学・専門学校生 1,300円 1,100円 1,000円 

高校生 700円 500円 400円 

7月1日より前売券販売開始 

 

（２）現在の取組状況について 

 

（１）全参加作家の決定 

・世界26カ国・地域から、71人の第一線で活躍するアーティストが参加 

・作品特徴：大型のインスタレーション、映像をはじめとする多様な作品展示、参加

アーティストによるパフォーマンス実施など 

 

（２）市民・ボランティア等との協働 

・市民・NPOとの協働による支援イベントなどの実施 

・展覧会を支えるボランティアの募集を開始（※現在、1,200 名を越える方々からの

応募を受付）。主な活動内容は、会場運営、教育プログラムなど。 

 

（３）「区民デー」の実施 

・各区ごとに設定した「区民デー」に、来場した当該区民の方へ再来場券をプレゼン        

ト 

・当日の鑑賞ガイドツアーへの優先的参加受付 
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